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に流布しています。
　バイーアの文化のなかでもとくに重要なものとし
て食文化があります。彼女たちは食文化にも深く関
わっていますが、今回は残念ながらお話しする時間が
ありません。

解放の原動力となる
アフロ・ブラジル文化のポテンシャル

　これまで見てきたアフロ・ブラジルの文化はすべて、
身体に関連するものです。ノブレガという研究者は、

「哲学者のメルロ＝ポンティは、身体性が欠如した思
考を優先しすぎるあまりに、私たちが感覚を体験する
身体の実現を置き去りにしてきてしまったことを私
たちに教えてくれている」と指摘しています。このよ
うな指摘に対して、現在の観点あるいは理解から、身
体に関する知識を、救い出すこともできると考えてい
ます。なかでもアフロ・ブラジルの文化表現の実践は、
カポエィラも含めて解放の原動力となる大きなポテ
ンシャルがあります。この「身体の道」を辿って、アフ
ロ・ブラジルの伝統的な世界観や主体性が伝承されて
きましたし、今日もカポエィラなどを通して、後世に
伝え続けられています。

メストラ・ジャンジャとパウリーニャの存在は私に
勇気を与えてくれる。カポエィラではいろんな出

会いがあるが、今の自分を形成してきた人たちの数は
それほど多くないと思う。彼女たちは心の慈母たちだ。
遠く離れていても、グループの違いがあっても、彼女た
ちがカポエィラの世界に「いる」という安心感はとても
大きく、力にもなります。グループを越えてお互いの経
験を感じ合い、助け合い、成長し、共に進んでいくこと
が女性たちには出来るのだと、気づかされました。彼女
たちが切り開いてくれた道をただ、なんとなく歩むの
ではなく意識することで、これからもその道は保たれ
ていくと、私は思います。GINGA NZINGAのイベント
の中でメストラ・ジャンジャ、パウリーニャ、メストレ・
ポロッカがカポエィラを通して伝えてくれたことをこ
れからも大切にしていきたいと思います。先生たちが
蒔いてくれたカポエィラの種が、これから日本の大地
の上で成長していくのが楽しみです。

カポエィラの女性マスターたち、初来日
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